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　　　Th・・e　ki・d・・fAg－Z・・11・y・p・・im…w・・ep・ep・・ed　b｝・m・・hi・i・g・。lld・11・ym…，i。1，，　b｝・

・1・・t・・d叩・・i・i・gf・・m・y・nid・b・th，　by　diff・・i・－n・・li・9・f　Ag・・d・［・・t・・d，P。、i・。d　Z。．　Af，er

exposure　periods　1』p　to　20　days　ln　l％H2S．N三．〇三atmo叩here　con〔aining　2　to　90％relati、le　hunlid．

ity・th・thi・kne5s・f・。rr・・i・n　p・。d・・t　1・y…f・peclm…we・e　e・1im・t・d　by・。・1。m，t，i，，e、1。，1bn．

The　composition　and　structure　of　corroded叩ecimens、Ψere　studied　by　X－Ra｝’dl∫fraction　metllod

and　AES・The　behavior　of　corroded　specimens　were　estim田ed　by　testing　all　electric　conτact　resis卜

ance．

The肥sults　obt証ined　are　summari2ed　as　follows，

1）Electrodeposlted叩d　di∫fusion　annealed　specimens　indicated　a　5imilar　trencl　to　corrosion　I・esi3－

　　　tant　behavior　in　H2S　atmospheres，　as　compared　with　solid　alloy　specimens，

2）　The　thickness　of　corrosion　produα1ayer　calcuIatecl　from　the　electric乱l　contact　resistance

　　　・h・wed　a　simi1・・t・e・d　t・th・・e・uhs・bt・i・ed　b｝’…i。m・t・ic・educti・。．

3）The　corrosion　product　layer　on　th巳alloys　containing　Zn　more　than　37．8％to　60％illdic田ecI

　　　l・w・・c・nt・・口・・i・t・n…h…c…i・・1・・i・t1・e・・ng・・f・m・11・1・・t・i・・1・・・…t□耽。mP。，i，。。

　　　with　corroEion　product　layer　on　pure　Ag．

4）Thec。rr・・i・np・・d…1・y百・…he・11・y・・・…i・i・gZ・14．5％・。18．596　i・di，、・，dhighi1、．

　　　sulating　contact　characteri部ics．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いとされているがnその詳釦1についての報告はまだ少な

1．緒　言
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い。署者等の一部は，さきに溶解作製したAg－Z11合金

Ag－Zn合金については，耐硫化性に優れ変色が少な　　試料について1％1－12Sガス雰田気中において試験を．行
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い，その耐硫化性の評価と主としてオージェ電子分光法　　皮膜の紐成とX線回折による同定相を表一2に示す。平

による皮膜の組成・研造解析を行った結果について報告　　衡状態図からはずれた相がいくらか混在するのが認めら

し占）。その結果Zn36～51ma5s％にもっとも腐食皮膜　　れる。これから分析用として10×10mm，皮膜の電解還

厚さの薄い組成域があり，純銀の約1／100程度である　　元および接触抵抗測定用として20×20mmの試料を切1）

ことなどを明らかにした。このような耐硫化性がソリッ　　出して用いた。

ドな材料以外の，合金めっきや拡散加熱によって各種紐　　　2．1．3拡散加熱試料

成のAg－Zn合金を表面に形成した試料においても，同　　　厚さlmmの市販純銀板（99．99％）から分析用とL

o様に認められるかどうかについては興味のあるところで　　て10×10mm，皮膜の電解還元および接触抵抗測定用と

ある。本報では．このような見地から各種の製法による　　して20x20mmを切り出し，電解脱脂後シアン浴により

Ag－Zn合金試料のそれぞれについて，1％H2S－N2一　　厚さ10μmのZnめっきを行ったものを供試材とした。

02混合気中における試験を行い，腐食皮膜の形成状況　　めっき浴組成は表一2の組成からAgCNを除いたもの

について比較を行うとともに，試料表面の電気接触抵抗　　である。供試材をAr気中で473Kにおいて3．24Xlσ1s，

を測定し，電解的・分析的手法による結果との閏」里につ　　9×］σ1s，および3．6×105s加熱した。その後最表面に

いて検討した結果を報告する。　　　　　　　　　　　　残る多孔質層∪をパフ研磨により除去した。XMA線分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　析により紐成を確’認して，それぞれε（表面からE，γ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ζの3層で構成），γ（表而からγ，ζの2層で構成），

　2．実験方法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ζ　（ζ1層のみ）試料とした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．2　ガス硫化試験方法

　2．1試料の作製　　　　　　　　　　　　　　　　　　キャリヤガスN2一ユ6％02でつぎの2条件とした。

　2．1．1　ソリッド賦料　　　　　　　　　　　　　　　　　日）1％142S，303K，90％RH，］，7x106

　Ag（99．99％）およびZn（99』99％）地金を用いて　　　　　s（20d）一一一以下常温試験という。

別報2）と同様の方法によって作製したφ6～7mmの丸　　　　｛2）1％H2S，353K，約2％RH．8．6×105

棒から，切削および研削によって分析用試料φ5×5　　　　　　s（10d）一一一以下高温試験という。

mm，皮膜の電解還元および接触抵抗測定用試料φ5×　　　2．3腐食皮膜の解析

30mmを作製した。各試料にはAr気中623Kで2□6×　　　ガス硫化試験後の各試料について，外観観察の後つぎ

105sの均一化アンニールを施した。試料の組成とX線　　のように腐食皮膜の物質同定，膜原の算定および組成・

回折により同定した相を表一1に示す。過冷却している　　構造の解析を行づた。

と考えられるZn　25．4％試料を除けば，すべてAg－Zn　　2．ヨ．1物質同定

2元系平衡状態図引上の相と一致する。　　　　　　　　　　回転対陰極式X線回折装置により皮膜物質の同定を

　2．1．2台金めっき試料　　　　　　　　　　　　　　　行った。

　0．8×65×ユ00mmの銅板（C］100　P）をトリクレン脱　　　2．3．2電解還元法による皮膜厚さ算定

脂．電解脱脂の後，ユOvo1％H2SO1に浸漬，ついでAg　　別報2）と同じくりん酸緩衝溶液による電解還元を行っ

ストライクめっきを行った後．直流電流によりAg－Zn　た。還元電流密度は皮膜の比較的厚い試料では別報2巴

合金めっきを行った。浴組成・めっき条件ならびに電着　　同じく9×10　5A／cm2．比1陵的薄い試料では9×

Table　l　Ag－Zn　solld　alloy　specimens

Specimen　N。・ Ol 1 2 3 4 5 6 7 8 9

Zinc　content
ima55亀）

（Ag
X9．99宅）

7．0 14．5 18．5 25．4 35．5 37．8 51．5 60．8 86．4

Pha5e　　　　　． Ag α α α α ζ ζ Y＋ε E η十ε
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1r6A／・m2またはL8Xユ゜－5A／・m三とした・　　　35．5％以上略・酬では鋸光沢を残しまた、、＿部｛、曇

2・ヨ・3オージエ脳分光（AES）　　　　　を生じる髄㈱・高i脚・｝｝であつた．．EA、およ
別報2）と同聞法で表面のオージェ電子分光を行い，ぴz・・％試料では恢色ないL瓢色のち麟皮膜を

繊’髄解析を行った・　　　　　　生じて勧て対照的であり，別報21の詰果と伺様であっ

　2．4接触抵抗測定　　　　　　　　　　　　　　　　　た。

ソリ・ド試料については・天手麟の接触抵抗測定瓢　合金めっき測斗ではz。34％をこえ砧試料でもや、，

を用い“5mm試料のC・・…。d法で四柵法による　不均一で芋馳系ないし馳の干f艶を呈してお1〕，＿部

接触抵抗を測定した・接触i苛趾しては訓1∫定桝鋤の影　｛・ス拘ト状の馳斑椛』1・じているの欄められた。

響を受けないためと・実際の接触部で適用される接触圧　　これらはAg－Zn合金めっきの表面形態が粒状ないしデ

の双方を加昧して5・呂8Nおよび19・61Nを選んだ。めっ　　ンドライト状を呈しやすく，ち密辿続性皮膜とはや、異

き試料および拡散加熱試本についてぽユ・μmの瓢解　なっている㌔とと、・酬状態図力・らずれた相が混在す

Njめっき上に5μmのAu－Co合金めっきを施した径4・　ることによると考えられる。拡散加熱試料ではε，γ，

8・・mの鋼製ポールを先端に｛1眠た上下電馴1に平斗互試　ζ各試料とも鍋光沢を残して，一部に・1・渉色ないし曇

料をはさみ，四端子法で接触荷重L96Nで測定を行っ　　りを生じる程度であって，ほ寸相当するZn含有率のソ

た。各試料とも電流を1μA～1A（一部8A）とし，　　リッド試料と伺様であった。またX組回折の結果は別

極性を変えて測定した接触電圧降下の平均仙から接触抵　　報田の場合と同様に，一部を除いてZn25．4％以下の比

抗値を求めた。絶経性の皮膜を有する一部の試料を除い　　較的外観変化の認められる各試料でAg2Sが確認できた。

て・低電流の範囲で1ま20mVをこえる電圧が酬1部に印’ ｻのほカ・Z。35．5％以上でZ。SおよびZ。。の存在を認

加されぬような回路を用いた。　　　　　　　　　　　　　　めたがA鍵Sともに断定困難であった。合金めっき試判．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ではZn19．2％，23．ユ％．および55．6％の各試料でZnS

3、実輪果および考察　　　　　　を・また192％でZ・°を認めたがこれもA・・Sl司｛糊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定困難であった。めっき試料にはこのほか全試料につい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てCu2SもしくはCuSカ『芋在したが，下地のCuによる

3．1外観観察と物質同定　　　　　　　　　　　　　　もので，めっき膜の構造上の特徴から生じていると思わ

腐賦轍の各試料の夕棚ま・ソリ・ド試料について　れる．拡1蜘蹴料では錨料【・不職ながらAg，sを，

はZn25・4％以下では干渉色ないしは半光沢状を呈し，　　またε試料および常温、試験後のγ試料にZnS及びZnO

丁ab「e　2　Ag－Znθ「ectrodθpositod　alloy　spθcimens

　　Bath
モ盾高垂盾唐奄狽奄盾氏

@（kglm3）

　　Bath
狽?高垂?窒≠狽浮窒?

@　　（K）

Current
р?獅Tity

iA∫m2）

Specimen
@　No．

　Zn
Sontεnt
imass毯〕

Phase

E－118．6 α

E－2 19．2 αAgCN　BNaCN　160NaO｝1　100Zn（CN｝21・・

．　298

10
`80 E－3 23．1 α＋ζ＋（Y）

E－4 29・7　　・＋（ζ）

E－5 34．0
．　α＋ζ＋（2n）

E－6 42．3 ζ＋Y＋（Zn，ε）

E－7 55．6 Y＋ε＋（Zn，輻）

（　　）：　uncertain
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を，高温のγ試料にZnOを認めた坑いずれも断定する　　い7．0％試料では母材に近いところにOの集積が認めら

までには至らなかった。　　　　　　　　　　　　　　　れる。これら2つのグループではZnとOの分布がほ亡

　3．2電解還元電気量と皮膜厚さ　　　　　　　　　　　重なり合っている。

　ソリッド試料の電解還元電気量を図一1に，めっき試　　　常温、試験後のソh」ッド試料についての回様の分析結果

料，拡散加熱試料については伺様に図一2に示す。　　では．Zn，0ともに分布状態において高温試験後と

Zn35．5％以上のソリッド試料の一部については皮膜が　　や・傾向が異なるが，全般として皮膜内Znについては

極めて薄いため、別報2｝よりも検出感度を高めて測定し　　高Zn試料ほど表面寄りに位置する傾向があることは高

たにもか・わらずなお電位一時間曲線上で電位変化を確

認できないものがあり，これらを除外しているがソリッ　　　　10・

ド試料全般の傾向をとらえることはできる。ほC別報三）

と近似した傾向を示している。電気量から求めた皮膜厚

さの対純A、比は別報21の約・／1・・からさらに拡大して　1°コ

1／1000ないし1／3000程度であった。また，めっき試料　　㌃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　δ
および拡散加熱試料については，Zn　20％以上の各試料　　二10・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳
で全体にや・ソリッド試料よりも皮膜が厚いように思わ　　£
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
れるが．傾向としてはソリッド試料にほf一致する結果　　£
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロが得られた。各試料の傾向から，Zn50％前後のところ　　§　10
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江
に皮膜原さ最小となる組成があるように考えられる。

めっき試料がソリッド’試料よりもや・即い傾向があるの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
は．既に述べためっき膜の粒状性から生じる実効表面積

の増大と膜組成の不均一性とによるものと考えられる。

また拡散加弛試料の皮膜厚さがソリプド’試料よりも厚い　　　　1D－1

’＼

　　　　0　　　　　　　　　　　50nd　sPEcim｛主n5

－＼　　　 一。353K．1・d
　　　　　　　　　●一・303K，20d

＼／

　　　　　’…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10　　　20　　　30　　　40　　　50　　　｛30　　　70　　　巳0　　　90

理由については，試料形状の差のほカ’最表面の多孔質層　　　　　　z，酬副m、，剖

がパフ研磨により完全に除去されていなかった可能性が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．　l　　C皿1hodic　reducfion　chnrgc　o「　にorro5ion　pro一
考えられるが1確かなことは不明である。　　　　　　　　　　　　dud柵n　solid卿dmen彗．

　3．3　皮膜の組成・構造解析

　高温試験後のソリッド試料について，Znの深さ方向　　　10▲

才一ジュ電子プロフ〒イルをZn／Agの形で示したもの

が図一3である。図では便宜上時間軸上の原点をX軸上　　＿
の適宜雄置にとってある．・・は表面馴内に集椚…1°’

る傾向がみられることは別報田と同様である。金体の傾　　三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向としてZnは母材Zn量の増加とともに表而に近いと　　呈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　u　loコ
ころに集積しているように見える。各試料はZn7．0％，　　亘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石
14，5％の2試料，Zn18．5％，25．4％の2試料ならびに　　召
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　£
Zn37．8％以上の3試料の3グループに類別される。母
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10
材位置におけるZn／Ag比を母材の原子比で除した数値

は0．10～0，工8の問にあって，別報2｝の数値とほf等しい。

同一試料群のOの深さ方向プロファイルをO／（Ag＋　　　　1

Zn÷S＋0）として図一4に示した。　Oの挙動はZn37．

8％以上の各試料，Zn］4．5％，］8．5％，および25、4％の

1．、 @、

’＼　・1・・1・・輌魎・・m…
　　　　　、、　　　　　　o－0　353K，10d

　　　　　メ　　　　　白、　　　　　・一・　303K・20d

　　　　　　、、
　　　　　　　、、

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　dillu5ion　arlnεa1ロd　　　奇

　　　　　．　　　　　　　　　　t
　　　　sP｛≧口‘mer15　　　、　　　　、

1　△一△　353K　10d　　　　　、、　　　　、　　　　　　　　メ‘

　　　　　’　　　　　　　　、、　　　、　　　　　！〆

▲…△3°3KI　20d @’・L二㌔，，／

，＿
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10　　　20　　　30　　　40　　　50　　　60　　　70

＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Zrl　content｛ma55　r垢｝

3試料ならびにZn7．0％の3つのグループに類別され，　　　　F把2　Cnlllodi‥ロdudi。n　chnrgc　of　corrosion　pro・

品の・試網まもっと纐寄1〕｛・，また・。の低　　農蒜剛司e岬幽輌　』d



．1％H・Sガス中におけるA・－Z・合金の敵性　　　　　　2，

温試料と同撫あった・例外1まZ・’…職料であって・6にめっき酬およびソリ。ド試物プ。フ。イルを示

頗内ほ“鯉さにわたりz・／A・上ヒ棚かった・またす・龍才一ぽE子プ・フ。イ励ら求めた皮膜h正

゜についてはIZn6°・8％およびM・5％両試糖のぞいさでは，拡散加鰍端”。ド試靴1⊇しく姻

てほ“Znと噺す碓置にピークを示しぼ布が酬一1および図一・の結果とは必ずしも一致していな剛

であ・た・Z融596試鞭はZ・の分布が他試料嵌電解翫の暮f果にや凄面状働不均一さがr縣して、、

な・てい蹴αこついても剛で｛酬斗の約・酬度たのではな・・かと馴・れる．また，めっき試料ではソ

のピークをZnのや’内側に示した・　　　　1」・ド試料の約・倍の皮』騨さ醐められ，図一1』

め・鰍料（Z・34・°％）・拡散加熱試料（ζ），およ　一2の傾向とほ・一致している。
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間には極めて良い一致が認められた。図一5および図一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10コ
　3．4　接触抵抗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Zn　7．0％

　Cross　md法による接触電圧降下から求めたソリッド　　　　　　　　　　　　　　　　353　K、10d

－8　（Zn37．8％〕に示す。電流一接触抵抗特性（以下　　巴

1－R特性とする1は．比較的小電流域における一定抵　　碧　　　　　　　　　　　　　　　’ノム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
から成り，典型的な表面皮膜の1－R特性を示している。　8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10一1
接触抵抗一定の範囲における抵抗値は，全般の傾向とし

てZn量とともに低くなっている。また，一定接触電圧　　　　　、　　　1　，　　　，　　　，，　　、，　、
糎（B一古・…g）領域に入ってから・電醐・の途　1°丁・≒』1・一‘；：三。，㌃1二．，（1ザ1°‥

中で一旦電流を減少させると，抵抗値はほf一定の仙の

ま・で，さらに電流を戻すとほf可逆的にもと通った過　　　　F塩7　Conl丑cl　rc5iぬncc．curr酬己hnmcl恒stics　of

程をなぞることは既報7〕の傾向のとおりである。B　　　　　　co「「記ed　solid　51⊇mms°

－Fritting領域における一定接触電圧の値は両試料とも

に約G．05V前後で，この他は純Agを含む他のソリッド　　　　　　　　　　Zn　37．8％

酬のすべて・・ついて喘であった・継g刷す硫　1・　31≡°；、、5．88N
来の実験旦｝によるとこの時の電圧は約0．1Vに近く，　　§　　　　　　　．＿．　　19、61N

釈される。今回の電圧0．05Vは，測定時の周田温度293　　芒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Kにおいて軟化温度約340Kに相当しかなり低いが，本　　　010一ご

饗験の場合荷重がかなり高くて十分塑性加工域にあり、

軟化温度が低下していることと．Ag－Zn合金の軟化温　　　　10－・ l　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F　　　　　　　笥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10－5　　10→‘　　10一コ　　10一才　　10－1　　　1
度が純Agよ｝〕も低いこととによると考えられる。図一　　　　　　　　　　　Contact　cコrren匡〔A｝

9にはいまひとつの例としてZnユ4．5％のソリッド試料

の1－R特性を示す。この試料では．電流が極めて低い　　　　F悟8　Co噛ct　re5iぬncc・current　d1畑cteri51ic5。f

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　corroded　solid　specimcns・
領域で接触抵抗が著しく高く．電流不安定でありかっ極

性による差が認められるがほf2－7×105Ω才一ダに

達する。0．5～IV前後の電界によって一旦この絶繰性皮　　の中聞位置にZnが集梢しかつOがほf均等に分布Lて

膜を破壊すると、接触抵抗は一旦103Ω程度の一定値を　　いる試料群である。逆にZnとOとが皮膜の表面や母材

示した後．他の試料のようにB－Fritting特性を示す。　　境界に近いところに同時に存在する試料群ではこのよう

最初の絶縁性皮膜の破壊にともなう減少はHolmlo｝がA　　な皮膜力τ存在していない。また，常温試料では皮膜内全

一Friuing特性と名付けたものと阿一である。図一9の　　域にわたってZn／Ag比が高く，かつOが他よ1〕も高い

ような特性は特定Zn量のAg－Zn合金においてのみ存　　毒忙料にのみ存在が認められた。したがって腐食条件1二よ

在する。高温L試料ではZn14．5％および18．5％に於て常　　り全く同一の月；咽にはよらないにしても，　Zn，015

に認められ，また25．4％Znにおいては部分的に国一7，　のなんらかの相閏々係によって特異な絶緑性皮膜を生じ

図一8の特性と図一9の特性が混在する。また，常温試　　ているものと考えられる。

科ではZ。14．5％試料にのみ認められる．オージェ†肝　　図一10に電i葺［1。一・Aにおける接触鮪［他と組成の閏

分光の結果を示す図一3，図一4と照合すると，このよ　　係を示した。図で353Kの純Agについてはこの電流で

うに特異な皮膜が存在するのは高温試料のうち表面皮膜　　すでにE－Friuin9特性領域に入っているため，工一R
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グラフ上で瀞とった抵抗値を用し’てある・絶線性離・・％碗［捌で酬抵抗齢低・・ことを示している．電流

をイ『するZlll4・5％試糖除くと全体の鮪はさき咽が増力1・してB－F・・…、特醐i域臥ると，次第‘、端

一1のそれとほ“一糺純A・とくらべてz・13・脳問の差綿註まり，電湘Aともなると図一11、、示すよう

　10°　　　　　　　　　　　【こ純AgにくらべてAg－Z・合金の倒立性はなくなる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金属上の皮膜を介しての電気的接触に閲する従来の研

1。・＼　　　　　　　　究111では．捌・拗［R酬小な端における鋸の鱈．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　抵抗R。と．皮膜の抵抗（境界抵抗）R∫との和として，

　10、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つぎのように表わされている。
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膜構造（組成）の多様性とによって説明されるものと考

える。これらを考慮すれば．全般の傾向としては図一1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
に近いものを得たことで今回の測定の目的を果たしたと

一121・おけ破∬蛎さを図一1の結果とくらべるとや・　　　102030405060701

差槻られ特｛一純AとA－Z・・∠x金の比棚なって @　　　Zn　c。，tent　mass％　1
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13｛・示す・両者の傾向はほ“一致し・また全体の傾向は　巴1。－1

さきの図一7や図一8に示されたソリフド試料に類似し　　　§
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
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が，これらの試料では而内方向ないし厚さ方向に多相構

成（多層欄となった母材であること・およびソリ・　嚥蒜意1㌫IC㌫温1蒜漂f：1

ド試料と異なった分散型接触点（写真一1に示す）を構　　　　　　　sion　amealed）．

成することなどが原因と考えられる。電流10一ちIAにお

ける接触抵抗と組成の関係を図一14に示す。めっき試料　　5％近くの組成は試料がなくて砧認ができていない。拡

ではソリッド試料に認められたZn37～60％付近のポト　　散試料では353Kと303Kの関係が逆転しているが，全体

ムが現れず．Zn飛とともに接触抵抗値が低下する傾向　　に接触抵抗がノj・さく皮膜厚さが薄いことによると思われ

があるが，めっき膜の面内不均一描造がひとつの原因と　　る。電流1Aにおける接触抵抗と組成の関係は図一11の

考えられる。また・ソリッド試料で問題であったZ1114．　　とおりで，ソリッド試料の傾向とII∫1様に組成による差が
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　　　　　　　　Zn　c°ntent［m臼・・％｝　　　　｛5〕Z。14．5－18．5％のArZ。融の表面には絶級性

MRd、，、。。，h、，b。、．＿，h＿1。＿、，血。，e　　の酬が繊されていた・

　　　alld　llle　Zn　mnc凹1mlion　of　corroded　5“d．　　　　最後に，本研究の遂行にあたりAg－Zn合金拡散加熱

　　　men5【El輌dc⌒d・Diff・・i…－1・d）　試華剛剛を頂いた錨加工辮［大配巳教授，下臓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唯助手ほかの各位に厚く感謝の意を表します。

（1｝Ag－Znソリッド試料についてはすでに報告した

　　様に．Zn35～60％にわたって純Agと比べて著

　　しく耐硫化性に優れた組成範囲があることを確か

　　めた。

②　Ag－ZI1合金めっき試料および拡散加熱試料につ

　　いても，Zn50％前後にもっとも耐硫化性に陛れ

　　た組成域があり．ソリッド試料と同様の傾向を示

　　した。たCしめっき試料の表面皮膜はや・ソリワ

　　ド試料よりも厚かった。

｛31ソリッド試料の接触抵抗測定結果から求めた皮膜

　　厚さは，絶対値はや・異なるが傾向として電解還

　　元により求めたものと一致した。

｛4）Zn35－60％のAg－Zn合金は．電流ユ0　3A以下

　　では純Agよ1〕も接触抵抗他が低いが，電流］A

　　では差がなかった。

ほとんど認められなくなる。
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